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洪淳明氏講演　―農村再生洪東地域調査団御一行皆々様をお迎えして―

洪

このような田舎ですが、皆さんはるばる来てくださって本当にありがとうございます。田舎にとっては大変なお客様で、光栄でございます。東京からもいらっしゃいましたけれども、北海道・北大からいらっしゃってくださいました。以前、札幌に参ったときには、たいへんお世話になりました。札幌には合わせて3度訪ねましたが、その都度、美しい景観もさながら、精神的なつながりがあって、なぜかある種の懐かしさや安らぎを覚えます。

プルム学校は、今もそうですが、学校を開校したその当時も「小さい学校」を目指しました。1学年1学級という学制は、普通の学制ではありません。教育の法律を調べてみますと、高等技術学校は1学年1学級でも認可されると、そして小さい学校をつくるために学制を施したとされています。プルム学校の設立者のお二人の考えでは、小さい学校こそ対話が可能で、対話ができないような学校ではいけないということです。［その背景には］韓国伝統の書堂というものがあります。それは、さかのぼると新羅・百済、三国時代くらいから「村の塾」のような形で、1500年以上ありました。みんな小さな村学校だったんです。

また、あの頃［プルム学校設立当時］流行った、デンマークの国民高等学校が［プルム学校の背景として］あります。ただ、この言葉は訳がちょっと変だと思います。デンマークのいわゆる国民高等学校の教員養成機関である師範学校の教員が、プルムを訪問したことがあります。そこで「“Volkshochschule”というのは“国民高等学校”が正しい訳か」と聞いたところ、「高等学校ではなく民衆の大学を“Volkshochschule”という」ということでした。「国に従うための“民衆”というよりは、ただ“民衆大学”くらいが良い訳だろう」という話でした。とにかく、デンマークの国民高等学校も小さい学校で、全寮制でした。

そしてまた、札幌農学校が小さな学校であったというイメージが、設立者の先生方の考えにはあったと思います。設立した李賛甲先生が、病気で学校を離れる最後に、黒板にチョークで書いた文字が有名な「少年よ、大志を抱け」でした。それを書いて離れたというのが、今も思い出に残っています。

李先生は、1937年に日本を訪ね、静岡県沼津の久連国民高等学校に数ヶ月研修でとどまりました。その学校の校長先生の日記帳にも、そのことが記されています。その久連国民高等学校は、札幌農学校第一期生の渡瀬寅次郎が建てた学校です。また、二期生の内村鑑三が学校設立に尽力し、敷地を決めたり、二代目の校長先生を推薦したりなさったそうです。ちょっと余談ですが、その二代目の校長先生の大谷英人校長の次男と三男の後家さまが、今月［2009年10月］29日に昔の韓国研修生の足跡をたどって訪問してくださるという知らせをいただきました。
李賛甲先生が活動した五山学校は、1920年代に国権回復と民衆の覚醒のために、キリスト教、教育、農村を一体ととらえ、学校と村づくりを追求した民族主義の学校でした。しかし、結局弾圧を受けて廃校されます。李先生は命からがら南に逃れて、長年の準備のあとプルム学校を開校しますが、入学式の式辞でこんな話をしました。「これまでの教育は、都会を中心とした都会教育だった。選抜教育だった。物質教育だった。学歴至上主義教育、出世教育であった。これからは、農村を中心とした農村教育、民衆教育、実力教育、人格教育により、この民族を生き返らせ、人間を新しくしなければならない」と、力づよくお話しました。そして、生徒たちには「受難の象徴である農村を背負うことを、皆さんの人生の義務にせよ」とも力づよくお話しました。李先生は「農村を基にした新しい教育」、また「学校を基にした新しい農村」を夢見た方でした。そのような先生のお考えが、プルム学校の教育理念に溶けこんでいるでしょう。あの頃［プルム学校設立の頃］は、農村の人口が雪崩のように都会へ都会へと離農する時代でしたが、50年がたち、環境、平和、持続可能な社会という時代の課題を抱えている現在になって、よりそのお話が有効になっていると思います。

設立者の建学理念を要約して、学校のモットーは「共に生きる平民」となっています。「共に生きる」とは本当に含蓄のある言葉でありまして「神様と自然と隣人と共に生きる」、あるいはデンマークの国民高等学校の目標もそうでしたが、五山学校の目標である「キリスト教、学校、農村と共に」という響きもあります。「自然」と「隣人」は、近頃の表現ではたぶん「生態」と「平和」で、その根底を宗教が支える、そういうふうに「共に生きる」という意味を考えることもできるのではないかと思っています。「平民」は生涯、自己形成をしながら自分が所属する共同体を有機化する、そういう「生粋の人間」という、地位とか知識とかお金に縛られない「生のままの人間」というふうに考えています。
とにかく、学校と農村が一体となることが理念でしたので、学校がはじまって教室の一隅で組合をはじめて、卒業生が地域に残ってそこで働くように学校が応援したり、情報を与えたりしました。李先生は1年8ヶ月で学校を離れましたが、学校でも組合のことを学び、農業のことも学びながら、水滴がポタリポタリと落ちて岩を穿つように毎年1人2人卒業生が地域に残って、また都会からの就農者と住民が一緒に核になって、共に生きる地域づくりの営みを細々ながら50年間つづけてきました。
「共に生きる」ということはまた生き方でもあるので、卒業生が有機農業を広げるときも、慣行農業の方に「私たちが除草の責任を取ります」と言い、値段が高い黒米を植えて収量を確保させるようにして、「共に生きる」方法で、全国で最初、アジアで二番目に有機農業をはじめ、今はわかりませんが、一時は全国随一の有機農業の栽培地になりました。顧みますと、やはり学校での人づくりが村づくりの初めであり、また帰着点ではないかと考えさせられます。
プルム学校は代案学校として知られていますが、代案とはオルタナティブで、その考えではあくまでも伝統と現場に根を張らなければならない。そして、教育の本質というのは結局、自己形成と共同体寄与ではないか。それを充実しながら、時代の要請である生命と平和に応じる教育、そういう学校と把握しています。韓国の代案学校の理論を整理して近頃出版された『教師、代案の道を問う』という分厚い本がありますが、そこに7つの特性が紹介されており、事例としてプルム学校を引用しています。そこをみると、自由と共同体、社会的・政治的解放を学校で目指すべきということ、頭だけでなく全人性とお互いの疎通、また宗教と霊性、自然と宇宙的展望を基礎とした生態学、そして美と芸術、手と労作活動、小さい学校、独創性と土着化を挙げています。この教育の実現は、中央集権とか、画一化とか、立身出世、労働軽視というような在来的教育観とか、また世界の荒波が襲ってくる新自由主義の流れに抵抗する、そして教育の本質を追及することを時代的課題としてとらえる、そういう問題だと思います。
今は世界が一つの市場に統合する世界化過程［グローバリゼーション］のなかで国境の意味が弱くなりながら、無限競争と効率第一主義が、環境破壊と格差、物質主義、社会の不安定性、地域の崩壊を伴って、持続可能性を脅かしています。医療、安全、農業、教育、文化、共同体は市場原理で解決できない分野であり、その分野が世界化の否定面に対する堡塁で、世界化と地域化が出会う地点です。やはり、社会の法則をとらえるには多様性や循環など［が重要で］、そのような生態の法則は共生と平和の法則でもあります。地域と教育と農業が、具体的に環境と平和に取り組む、そういう重要な道であると思います。
今年、『私たちの村です』という案内書をつくりました。住民組織として小さい組織もあり、またそこに含まれていないものもありますし、運営が不安定なものもありますが、とにかく学校とつながりをもつ地域の機関を分類しています。
まずは①学校［保育園、初等学校、中学校、高等学校、専攻部］です。この地域のなかに保育園から専攻部まで、学校が1セットあります。そして、私が非常に頼もしく思っているのは、公立と私立の間にカリキュラムの勉強会がはじまりました。そういったところが特色と思います。
そして②組合［生協、学校生協、信協（信用協同組合）、洪東農協］ですが、地域の農協は信用事業だけでなく、経済事業に取り組んでいます。高等学校の教室として運営した組合は、今は専攻部の学校生協になって教育の現場にもなっています。そのように学校が運営している生協があるというのも、小さいながらひとつの特徴であると思います。

3番目は、③さまざまな営農組合［有機農業関係　洪城親環境作付会、洪城有機営農組合、洪城環境村営農組合法人、プルム畜産、農協堆肥工場］です。過去、2回もアジア農民大会を開催しており、日本とも深いつながりがあります。

また④加工［良い日に餅工場、プルムサラン、タサルリム、微生物の世界、平村ヨーグルト］は、今やっとはじめたところですが、これからもっと活性化したいと望んでいる分野です。

また⑤女性センター［洪城女性農業人センター］。いま建築中ですが、他の地域と違ってここは女性が多い地域ではありませんが、男女の比率は調和を保っているということです。子どもが生まれると村全体の大きなトピックになって、皆かわいがったりしています。

そして⑥文化［クムルコ出版社、欅書店、農村生活遺物展示館］。本屋があって、地域の農民さんたちの書いたものを出したりして、地域文化の拠点になっています。私は村の農民さんたちが、あまり豊かでなくても良いけれども教養のある、人と人との関係を尊重する、そういう人材が集まる地域になってほしいと思っています。
その他、⑦木工所など［工芸　ガッコル針箱工房、ガッコル木工所］は、地域の学生たちのいわゆる住民教師・現場教室になっていますが、これをもっと増やしても良いと、地域全体が生徒さんたちの教室になって住民さんたちが住民教師になったら良いと思っています。

［⑧研究　ガッコル生態農業研究所］

［⑨エネルギー　エネルギーセンター］

その他、⑩福祉施設［ハヌル共同体、引退農場人々、所望の家、ハヌル村］。障害者の小さな機関があちこちにできていますが、私は障害者に地域でどう対するか、それが地域に対する判断の基準ではないかと思うんです。お金だけを大切にしないで、障害者も大切にする。人を大切にするということ、それは障害者に地域がどう対するかということによって、判断が決まるのではないかと。障害者がいかに大切にされるか、ということが地域の健全さのスタンダードになるのではないかと思っています。
昨日、姉崎先生がプルム高等学校25名の進路を問いましたが、時間の関係で十分に話せませんでした。高等学校の今年の進路をみますと、農業が5人で、その他は幼児の教育・福祉とか、日本語・中国語・英語を進学して学ぶとか、天文学［、花卉装飾、新聞放送学、外食産業、食品栄養学、放送演技、彫塑、環境教育、自治行政、実用音楽］などがあります。もちろん大部は都会の大学に進学しますが、その知識と技術はみな共に生きる農村再生に役立つと思います。そして、農村に役立つことだけが一番重要ではなく、都会でもとにかく自分の知識や技術を道具にして共に生きる社会をつくる。「共に生きる」ということが一番上位の概念でありまして、共に生きるために農村も大切、地域も大切と考えるべきでなないでしょうか。都会に住んでも農村でつくった農産物の賢い消費者になりえるし、都会でも都会農業・園芸をやりながら田舎とつながりをいくらでもつくることができますし、このような知識をもって田舎に入って小さい菜園を営みながら地域で何かつくることも可能と思います。
実は、設立者の李賛甲先生も、こんなことを書き残しました。「農村はわれら全部を受け入れる門である。農村は理想主義者も歓迎し、現実主義者、詩人、音楽家、小説家、評論家、天文学者、地質学者、哲学者、科学者、みな歓迎する。勤勉な人、怠け者、開拓者、追従者、強い人、弱い人。差別がない。」農民だけ地域に残るとか、農民でない人はダメだとか、そういうことはラディカルな考えと思います。でも、李先生は、これは面白い表現ですが、「農村はみんな歓迎するけれども例外がある。猿のような政治家―猿は一貫性がないからでしょう―、豚のような不動産投機者―欲の限りがない、どれだけ土地を所有しても「もうたくさん」ということがないから、そういう表現をしたのでしょう―、犬のように信念がなく人の気色だけをさぐる宗教家、鉄筆だけを転がすサラリーマン、これだけは農村に出入り御免」と話しました。
イリッチは、大地に対するヘベンスハウゼン村［？］で行った宣言で、現代の問題は「特定地域の文化に内在する大地だけにあるリアリティ」を失ったと言いました。これは短い表現ですが、非常に深い意味が含まれています。現代の問題というのは、特定地域の文化、また大地とつながりをもつ、そこにこそリアリティがある。そこを離れればリアティがないと。そして、土がなければ我らの徳もない。新しいどのような自給的生活方式も存在することができない。大地と離れれば、依存的生活方式、大きな企業とか資本とか権力［に依存することになる］。だから、徳を実行するためには、大地に立って自給的生活をする、そこにリアリティがある。大地から離れて、すべての徳や精神的・生活的自立を失ったと、そう言っています。大地にしっかりと根を下ろさなければ教育も文明もない。土とつながりがなければ、人々は世界化の論理に振り回されて、企業や権力に依存的になるほかない。農業、地域、大地にしっかりと立たなければならない、ということを宣言したものと思います。
学校が村になって、地域が教育に住民教師と現場を供給する、昔は地域にそのような教育力がありました。子どもさんたちは自然との触れ合いのなかで、父母さんを助けたり、村の人たちとの関係、また伝統を体験したりしながら、もの心がつきました。近代教育は100数年しかたっていません。教育の再生のためには、家庭と地域と学校が「ひとくるみ」になってこそ、お互いの活性化になるのではないかと思います。地域は有機体ですから、地域の目標としては協同組合共同体とか生涯学習共同体、有機農業共同体、エネルギー自立共同体、地域自治共同体、都農交流共同体を含めて、地域が経済的に自立し、食べ物を自給し、住民自治まで、地域の目標は限りがありません。さっきのイリッチが言った“Conviviality”を、鈴木先生の本
を読みますと「みんなで一緒に生き生きと楽しい」と訳された方があるという紹介があり、啓発されました。“Conviviality”という難しい言葉を、やさしく訳して楽しく理解できました。やはり、みんなと一緒に生き生きと楽しく住むということは、命と平和があふれる、そういう社会とも、共に生きる社会とも理解できる言葉ではないかと思います。そして、地域がみんな生き生きと楽しく過ごすことができる、田舎の農民さんたちが自尊心をもって、頭を上げて堂々と生きる。そういう社会にならなければ、そこには「楽しい」とか、生き生きとした平和社会とか、まずないでしょう。また、「生態、生態」と言っていますけれども、有機農業で循環農業をして、都会の消費者さんたちに届ける、そして環境を守る、食べ物の安全の責任をとる。そういう形でなければ、「命を大切にする」「生態を大切にする」社会というのは具体性をもたないのではないかと思います。とにかく、田舎だけ、地域だけではありません。田舎と都会が共に生きる。都会でも例えば組合とか代案貿易とか、いろんな形で共に生きる部門を広げることができると思います。そして、それがもっと広がれば、隣の国［東アジア］ともそのように生き生きとした、共に生きる楽しい関係を築くことを目指して進む。それこそ地域を含めて21世紀の私たちの課題ではないかと思います。そういうふうに、念願してやみません。
今、［この］地域の当面の課題、推進中のものは、まずは①図書館です。これは、プルム学校50周年記念のひとつの事業として3年間推進しています。それによって、中学校に入る前の子どもさんたちに本を読ませて、想像力を育ませ、未来の社会に対する美しい夢をもたせる。また、地域の歴史とか資料を調査する、設立者の思想を学ぶ。また、韓国の学校、日本の学校も含めて、環境農業などの寄贈された記念図書アーカイブ。そして、図書館付近を歩きながら地域、農村に住む青年が立ち寄る、そのような文化ベルトをつくる。そういう形で、これは地域の生涯学習共同体づくりのひとつの振興になるのではないかと思っています。現在、東京の今井館（内村鑑三が聖書講義をした記念館）で集めた図書5,000冊くらいが到着しておりまして、それが日本文化の精彩になると思います。ここの若者たちや、都会から人が来て、それを読み、文化的・精神的につながりを深くすれば良いなと思います。
また、小学校から専攻部までありますが、②学校同士のカリキュラムを共同作成する。

③ゲストハウスをつくって、外国の若い方たちとの親善・交流のための民泊施設をつくるということも考えています。
先ほど話したように、④障害者共同体というのがあります。地域に障害者が10名くらいおりますが、もちろん保育園から同胞教育をして、小学校・中学校・高等学校・専攻部も同じですが、さて専攻部を卒業してからどうするか。それに対応しなければならないので、できれば畑を共有して、建物を建てて、非障害者と共に有機農業・生産加工して、そこでつくったものは生協とか、地域の住民に配るという形で障害者の自立を助け、安心して地域に住めるようなことを考えています。

［⑤地域通貨］

そして、今は⑥エネルギーの問題が重要ですから、家畜の糞尿を利用して発電する施設をつくることを考えています。

また、日本のカワス［？］というところで桜を1,000本送ってくださったので、皆さんと相談をして来年の春には植えて⑦地域の景観を美しくする、ということを進めています。
学校の歴史の全体を顧みますと、第1期としては学校の設立と協同組合を運営したこと。第2期は有機農業が紹介されて、それが拡大しながら村づくりにつながった期間。そして、たぶん今年か、来年からはじまるかもしれませんが、生涯学習［平生学習］時代に移る段階になるのではないかと考えています。

こんなものをお土産に持ってきました。韓国では「ゾーリ」といいます。これは、お米を「いなぐ［研ぐ？］」時に、石とか籾などが抜けて、お米だけ［残ります］。台所の用具です。民族としても、大晦日の夜中にこれをつくった商人が、声をかけながら売ります。すると早く買った人がハッピーになると［言われています］。そして、飾りとして家の玄関の柱にかけます。すると、1年中天から幸福をいただけます。お正月には「新しい年に幸福を天からいだだけますように（日本で言う「あけましておめでとうございます」）」と、お互いに挨拶をします。西洋のサンタクロースは韓国には向きません。建築構造が違います。韓国は煙突が狭くサンタクロースは太いし、オンドルで火を炊きますから入りにくいです。ここの保育園では、年末にこれをみんなに配って、子どもさんたちに寄書きやお菓子などを入れて、子どもさんたちが喜ぶようにしています。皆さんにひとつずつ用意しましたので、必ず柱にかけてください。そうすると1年中ハッピーです。私の家でもかけていますので、お互いに、日本でも韓国でもハッピーな1年を送れますように。

皆さん、遅くまでありがとうございました。私としても皆さんから率直な批判とか評価、アドバイスなどいただければ、必ず学校や住民さんたちに伝えます。私の話はこれくらいで失礼して、皆さんの話をうかがいたいと思います。どうもありがとうございました。

調査報告

鈴木

ありがとうございました。私たちは研究者ですので、いろいろな専門ごとに4つの班［①学校／②協同組合／③環境教育・社会教育／④農村生活・女性問題］に分かれて今回の調査をさせていただきました。事前に手に入る資料などで学習はしてきたのですが、今回はそれぞれの領域で細かいお話をうかがってきました。そういうことですので、全体がなかなか見えないところもあったのですが、今回の先生のお話を聞いて、全体の見通しをもつことができました。全体をまとめるようなお話をしていただきまして、どうもありがとうございました。

それでは、皆さんの方から、各班の班長格の方に一言ずつ、感想も含めてお話いただこうと思います。

1 学校グループ調査報告
姉崎00:53:25
先ほど洪先生がおっしゃってくださったように、学校からはじまって地域全体が動いていると言いますか、学校を軸にした地域再生というものが、50年の歴史のなかで縦横に糸がつながっている。一本の糸だけでなくて二重三重四重に、縦にも横にもと、そういう形で目を広げていっているというのが、ひとつの印象です。制度的なつながり・ネットワークもあるけれども、もう一方では非制度的な、人間同士のつながりというのが定着してきていて、それが非常に大きな力になっているということをいろんなところで感じています。

プルム高等技術学校については、先ほどお話いただいたとおりですが、他方、学校システムとして学歴認定をされている。正式の国の認定を受けることによって、メリット・デメリット両方が出てきていて、ある種の自由な活動については少し制約を受けるようになってきているという問題がある。
それから、地元が多いけれども全国各地からも来られているということがあって、そういう人たちが今後どう進学するかというところでは、専攻科に行くという方は意外と多くなくて、他の形の大学に進学する。ただ、先ほどおっしゃったように、どこに行こうと学んだことは生かされている。都市に行っても、あるいは他のところに行っても、その精神が生かされているということはあります。けれども、本来、この地域で核になって働いていく、ということについては、むしろ専攻部がその夢を生かしている、ということをうかがいました。専攻部には実に志の高い、いろんな経緯があるけれども農業を基軸にして学びたいという、しかも、僕は宮沢賢治のようなイメージを持ちましたけれども、単なる農民ではなくて、芸術的センスもあるし、科学的な精神も持っているし、哲学者のようでもあるし、他方で、版画も見ましたが、非常にレベルが高い。それから、綴り方というふうに言いましたけれども、自分たちを表現できる農民になっていくという。こういう、総合的な、有機的な農業人になっていくという理想のようなものの現在進行的なものが、専攻部にはあるような気がしました。グラムシの言う「有機的知識人」のようなイメージを持ちました。
そして、それを取り巻く公立の学校がどうなっているのか、というのが昨日・今日の調査でありまして、保育園・小学校（2つ）・中学校を見たわけです。保育園には今日の午後うかがったんですけれども、率直に園長さんがおっしゃっていましたが、「プルムには日本だけでなく全世界からいろんな方が訪問に来てくださって嬉しいけれども、実際にそれにふさわしい実践をしているか、ということについては必ずしも自信があるわけではない」ということでした。けれども、ペスタロッチが言っているような労作教育、頭と手と、さまざまな全身を使った活動をする。思う存分、遊んだりする。そういうことはもちろんやられていて、園のなかに閉じ込めるのではなく、外で自由に活動する、ということを熱心にやられています。それをもうひとつ自分たちの確信にする、そういう手がかりを求めていらっしゃる、ということを感じました。やはり、プルム学校の精神が「子どもの家」という保育園を動かす原動力になっているというのをうかがいました。
それから、日本にはない制度ですけれども、普通、韓国の保育園の園長さんは終身的な任期なんですけれども、「ガッコル子どもの家」は2年任期で、再任は1回だけ。そして、再任が終わったあと休養する年があって、それが僕には非常に斬新に感じました。2ヶ月くらいは疲れきっているので休むということらしいですが、あとの10ヶ月くらいは、絵がもっと上手くなるように等、自分自身を研鑽する時間があって、そうしてもう1回、園に戻ってくるというシステムを保育園がもっているというのは、非常にうらやましいなと感じました。また、その時は無給で、これもプルムらしい精神だと思うんですが、先生たちがお金を出し合って、その無給の1年間の給料を支える、ということをやっておられるということでした。

小学校は2つ行きました。小さい学校なんですが、学校を支える父母委員会と教師協議会と校長の3つの力によって、非常に大きな力を発揮しているということです。グムダン小学校は、かつて800人いた学校ですが、1番少なくなった時に40人、さらにそれに不安を感じた人たちが「抜ける」ということを言い出してきて、場合によっては廃校になるかもしれないという危機をもったそうです。けれども、2年前に来られた校長先生が非常に熱心に、知恵を働かせた。住民たちは前の校長先生とぶつかって、ちょっとやけっぱちになっていて、同窓会でお金を集めたものを学校に寄付せずに演歌歌手を呼ぼうというような提案をしたけれども、そうではなくて、学校にどうやって皆の知恵や力を寄せるか、ということを一生懸命やった。最終的には、国から来る正規のお金以外のお金も動いて、140パーセント、正規の資金以外の4割を外部から持ってくるということをやっていて、小さな学校だけれども、さまざまな改革をたくさんやってらっしゃる。（この方が、実は洪東中学校の校長先生とクラスメートで、中学校が一緒だったということがあったりして、むしろ洪東中学校の改革について、ちょっと心配するところもある、という話もしていました。）ただし、洪東小学校と比べると、日本にもある「本校」と「分校」という感じで言うと、グムダン小学校は分校のような感じで、1度いっしょに体育会をやったけれども途中で終わったら「もう帰って良いよ」と言われて、屈辱感を味わって「2度といっしょにやらない」というふうな話もありましたけれども、地域を大切にしようという意識は非常に強くあるなと思いました。
もうひとつの洪東小学校と中学校の方は、これはまだどう評価したら良いかと思っているところではありますが、「田園学校」という国が進めている新しい政策に乗って、それに応募してとったということなんです。それぞれ17億ウォンというお金が2年間くる。洪東小学校という、わずか108名の児童しかいない学校に、日本円でいうと1億3,000万円というCOE並みのお金が下りてきて、非常にすごいお金を使うということです。「これにどういうふうに応募したのか」と聞くと、基本的には教師ではあるけれど、計画づくりのところで父母の意見を聞いたり、地域の意見を聞いたりして応募したということでした。ただし、この田園学校をどういうふうに見るか。明らかに新自由主義的な応募方式で認められた。そして、2年間という限られた時間のなかで成果をあげなければならない。2年間おわったあとに査定が入って、お金が継続されるかどうか決まるというシステムになっていて、かつ、90数校応募したうち5校しか選ばれていないという厳しい競争率のものをとってきている。これはやはり、プルムが築いてきたいろいろな歴史があったり、親環境などいろんな総合力で選ばれている。けれども、そういうものがどうプラスになるかというのがあって、洪東中学校の理念と洪東小学校の理念が微妙に、同じようで違うというところがありました。
中学校の方は、これは日本にない方式ですが、公募方式というものがあります。「外発型」と「内部型」と「招聘型」という3つの方式があるのですが、その内部型で選ばれた方で、全教組の初代委員長の方が校長をやっておられて、教職員の全てが全教組の組合員で、教頭先生だけが非組合員という、そういう中学校でつくられた田園学校の考え方。それと、洪東小学校の方は、この3月に来られた方で、教育庁で指導主事をやっておられた方が来られています。その方が考えられている「田舎でも通用するし、世界でも通用する」というイメージが微妙に同じようで、ちょっと違うという、その辺りのところをもう少し聞きたいと思いました。もう一度来てください、というお話でした。
それから、車で案内してくださったのは洪淳明先生の娘さんの、小学校の洪先生でしたので、その洪先生にももう少しお聞きしたかったなと思いました。以上です。
2 協同組合グループ調査報告

坂下1:06:55
協同組合の方は、昨日、プルム生協にお話をうかがって、今日は学校生協――ここでは洪先生から直接2時間お話をうかがいました――、そのあと農協へ行って、それから日本では「信組」と言いますが、こちらでは「信協」と略す信用協同組合の、全部で4つの協同組合におじゃますることができました。同じ名前のものは日本にもあるのですが、特にこちらのそれぞれの協同組合は、私が予想していたものと、農協を除いて全く違ったというのが第1印象でした。やはり、学校を出口にしてみんな出来ているということで――農協は違いますが――、小さな「面」のなかに協同組合の網の目が張り巡らされています。ひと言でいうと、特に親環境をやっている農家の方は、生協に入り、農協に入り、信協に入るという三重加入しているという、日本では見られない、また韓国でも記憶にないところでした。調査は、農家が3つの組合にどういうふうに関わりを持っているのか、ということを次にやらなければならないな、と思っています。

プルム生協は「生協」という名前ですけれども、生産者協同組合でした。「生協」の面では都市部と農村との連携・交流をやっていますが、基本的には親環境農業に関わる視察・販売事業をやっています。さらに、農産物の過剰局面をむかえて、加工の方に向かっているということでした。それからもうひとつは高齢化が進んでいるので、農作業の受託活動（コントラクター）という生産の中まで、4つくらいの枠組みをもった非常に活発な事業をしています。そろそろ、時代によって随分変わって来ているので、生協のあり方もこれから現状に合わせて整理しようという段階に来ているということでした。
それから農協は、生協の方が活発で、いわば農協の方に越境してきているのであまり元気がないのかなと思いましたが、これまたそうでもなく、農協の米の調整施設を持っていて205haくらいの有機米・合鴨米だけを販売しているということでした。それと、農家へのお金の融資、農業以外にも半分くらい貸しているということですが、韓国のなかでも農業への貸付の比率が非常に高くて、それなりにしっかりやっていると思いました。
最後に一番びっくりしたんですが、信用協同組合が――簡単に言ってしまうと農家の銀行みたいなところなんですが――、韓牛のエサの販売――協同組合では「購買事業」と言いますが――をやっているということで、ほとんど農家から貯金を集めて、それを農家に貸し付けるということをしながら、エサの供給をしています。これは農家の信用貸しみたいな側面も持っています。それから新しく微生物を利用した資材をつくっていたりして、非常に農家くさい信用協同組合でした。同行した禹先生が「ドイツのライファイデン組合（日本の信用協同組合のモデルになった）に似ているな」と言っていました。
これらの3つの協同組合を見て、久々に協同組合らしい協同組合を見たなと思いました。非常に農家との関わりを持って、お互いに補完しながらやっている。たぶんその基になっているのが学校生協で、やはり「農村の基本は生協と信用組合である」というのが洪先生の理論付けのようで、そのとおりに展開してきている。さらに、協同組合の訓練の場としての学校生協で、図書館づくりや地域通貨など、いろいろアッと驚くような仕掛けをどんどんやっていました。小さな村のなかで協同活動の訓練をやっていて、その意味で基礎的なセンターになっていると思います。

現実の経済事業をやりながら、学校生協がルーツになって、農家が3つに加入していて、素晴らしいというか、こんなことも協同組合にはできるのかと思いました。協同組合を通じた共同体のようなものがつくられていて、たいへん魅力的に思いました。次は農家の組合員から、本当の協同組合の機能はどうなっているのか、というところを聞いてみたいと思います。
3 社会教育・環境教育グループ調査報告

朝岡1:16:03
まず、問題意識から先にお話させていただきたいと思います。私は良く考えるとここに来たのは3回目で、今日まわったところも去年の11月に来たときに会った人もいて、大変申し訳ないと思いましたが、その分だけ深めることができました。私の専門は今は環境教育なんですけれども、どちらかと言えばこの社会教育・環境教育グループのイメージは、お話を聞いた限りだと「農村型ESDグループ」と捉えた方が、良いんじゃないかと思います。最近も環境教育という言い方も使うんですが、私はもっぱら「持続可能な開発のための教育＝ESD」という言葉を使います。これは非常に便利なんですね。ちょうど社会教育と環境教育を融合させたようなところがあって。
しかも最近、農村地域でESDがどのような可能性を持つのか、ということを考える機会が多くあります。日本各地でも農山村地域の振興が問題になっているんですが、例えば大きな地震災害があって、災害復興のために巨額の復興事業がくるんだけれども、これは年限付きで5～10年くらいしかもたないわけです。そうすると、それがなくなったらどうなるのか、ということになる。私もつい最近、新潟県の旧山古志村の復興プランに関わりはじめているんですけれども、そういう例が確かにある。もうひとつ、ここにくる直前に、イングランド中部の農村地域の、社会的企業の視察をしてきました。そのなかで、おもしろい社会的企業に「プランケット・ファウンデーション［Plunkett Foundation？］」というところがありました。なにに私が感動したかというと、「ビレッジ・ショップ」づくりを一生懸命やっていたんですね。つまり、イギリスの中山間農村地帯でも、毎年300軒ずつ村のお店がつぶれている。これをファウンデーションが支援して、10分の1くらいですけれども、年間30軒ずつくらい復興している。1軒だけ例を見に行ったんですけれども、公民館にお店をくっつけたような施設で、地域の人たちが集会・学習施設等にお店をくっつけるというパターンが多い。そういう意味では、中山間地域で学習の場と、皆が必要とするものをちゃんと売っている購買・店舗が必要である。

なぜこんな話をしたかと言うと、最初に行った洪城女性農業人センターでお話を聞いたのが、購買店舗なんですね。いろんな制約もあるのかもしれませんけれども、店舗の機能として、もっといろんな可能性があるのではないかと、実は思いました。まさに村の店舗（ビレッジ・ショップ）として、いろんな可能性を持つ拠点を――せっかく今度、建物が新しくなるので――、もっと考えられないものか、と思ったというのが印象です。
その上で、昨日の最後に、洪先生からプルムの専攻部とガッコル生態農業研究所のご案内とお話を聞いたんですけれども、やはり注目すべきところは農協と生協から合計500戸の農家が加入して「稲作研究会（スタディ・グループ）」をつくっている、というところだと思います。そして、そのグループが保障して、10人のメンバーが実験田をもって、いろんなことを試行錯誤して、その成果を毎年すべての農家に返して普及していくという繰り返しをやっている。正直なところ、過去2回ここに来て私自身深められなかった1つの点が、プルムのポイントである有機農業の技術的基盤とは何なのかというところでした。イメージしかなかったんですね。例えば、合鴨農法ということですが、具体的にどういう合鴨農法をやっているのかということを、あまり詳しく調べたことがなかった。今回、幸い昨日は研究所で――実は私は2回目だったんですが――あらためてお話を聞いて、そして今日は洪城環境農業村・営農組合のお話を中心に［聞きました］。
私の整理の仕方だと、我々の［事前に作成した］資料の組織の名称や機能に間違いがあって、どうも「洪城環境農業村・営農組合」というのと、「洪城親環境作目会」というのと、「農村総合開発事業推進委員会」の3つが鍵を握っているようでした。つまり地域・有機農業との関係なんですが、そのような印象を受けました。1番最後に行った推進委員会というのは、実は洪先生からご説明いただいた、いわゆる研究所を設立するための補助金の受け皿になっている。この委員会の委員長さんがシュ先生［？］とおっしゃって、この先生が実は2番目に言った作目会の会長もやっている。そして、営農組合の顧問もやっている（これは逆だったかもしれませんが）。その3つがうまく使い分けられながら、プルムの有機農業の技術的基盤をつくり出している。

そのなかに、昨日の研究所に関する報告
のなかで野村さんが指摘したように、耕起の深さ、土の起こす深さが、ジョン先生［？］は「18cmよりも浅いほうが良い」と、「昔からそういうふうに言われている」ということでしたが、果たしてそれで本当に良いのかどうか、ということについて議論の余地がたくさんあるのではないか。合鴨についても、実は有機農業をやっている方のうち合鴨を使っているのは3分の1にすぎない。残りは、タニシと籾殻を使って除草をやっているということです。しかも、合鴨自体も、いろんな変遷・試行錯誤の結果だとは思いますが、結局2ヶ月のレンタルでやっているわけです。南部の合鴨農場から連れてきて、2ヶ月間除草の作業をしてもらう。朝と晩はエサをやって、最低限、鴨が死なないようにはするけれども、2ヶ月間働かせるだけ働かせて、そして南の合鴨農場に返して、向こうでたっぷり太らせて出荷すると。だから、ここは実は1羽2,000ウォンで借りた鴨を2ヶ月間放して、除草作業をしてもらっているだけと。これは悪いやり方ではないと思うんですけれども、我々がイメージしていた日本の合鴨農法とは明らかに違っている。そういう意味で言うと、合鴨農法を含めた有機農業の技術的なシステムについて、もっといろんな検証が必要なのではないか、というのが印象です。
そして、今日、最後におじゃました「ピョンチョン・ヨーグルト」ですが、実はイギリスに行く前、北海道の別海町というところの「マイペース酪農」の農家の調査をしていたんですが、形はかなり違うんですけれども、かなり似ているなと思いました。簡単に言えば、農家は6年前までは40頭の搾乳牛で――規模としては大きくないと思うんですが――、フリーストールでやっているんですね。ところが、6年前にヨーグルトづくりをはじめて、だんだん営農形態が変わってくる。そして、2年前に有機酪農の基準を満たすために、思い切って搾乳牛の頭数を20頭に、半分に減らしたんですね。非常に牛舎は衛生的で、臭いもほとんどしない。なぜそのように乳牛を減らせるかというと、実はヨーグルト加工と結びついているから。6年前からヨーグルト加工をはじめていますけれど、他には流さないで、生協などと契約したヨーグルトを販売する必要な分だけ搾乳する。ということは、牛から無理に搾る必要はないし、とにかく負担をかけないから、非常にゆとりのある酪農形態になっている。実際には、酪農家の調査をしていて気づくんですが、頭数が多いと労働時間がどうしても長くなってしまうんですけれども、今日お聞きした、20頭の牛を搾乳するのに――フリーストールというのもぜいたくだと思うんですけれど――、お母さんがたった1人で朝晩30分ずつ搾乳するだけなんですね。片づけを考えても、1時間以内で終わってしまう。これは非常に楽な営農スタイルである。こういう形にどうしてなったのかというと、実はお父さんもプルムの2期生だし、息子さんもプルムの卒業生だし、そして結婚した奥さんがプルム学校の日本語の先生だった人だった。だから、そういう形で、プルム学校の精神が、まだ1ケースだけだけれども、酪農の場合は非常に生きているんだと、印象を受けました。
それから課題ですけれども、最後から2番目に行った「エネルギー転換」というNPOがあるんですが、このNPOについては韓国でかなり有名なんですね。非常にやっておられることは良いことなんですが、どうもソウルからこちらに拠点を移されてきたんだけれども、プルム自体のエネルギー、例えばエコシステム、太陽光発電など新エネルギーの事業をここでもいっぱいやっていますけれども、それとまだ絡んでないんですね。それとは違う形で、接点がないまま独自な展開をされているという印象を受けた。だから、まだまだエネルギー転換の、NPOの潜在能力を引き出しきれていないなと。もっともっと、こういう団体がプルムで生き生きと活動できる、そんな可能性があるのではないか、という印象を受けました。
4 農村生活・女性問題グループ調査報告
河野1:28:30
農村女性を中心とした、プルムでの生活の活動がどんなふうになっているのか、というところを中心にしながら視察を含めて聞かせていただきました。特に、農村の女性という枠だけで捉えると、子どもの問題と女性生活のなかでの高齢者の問題、障害者の問題とか、そういうところを中心に話が展開していった、非常に印象的な2日間の調査だったと思っています。
先ほど話がありましたが、洪城女性農業人センターのなかで、私は非常に特徴的だなと思ったんですが、最初に訪れたのが託児施設と学童保育所の経営でした。農村女性という枠で考えると、例えばいっしょにやっている事業のなかでは、他にも相談事業とか、生活そのものを変えていくような女性問題とかあるわけですが、特に先鞭的な活動と位置づけてきたのは、託児の問題と学童保育所だったと思っています。特に、そのなかでも学童保育所というのは、現在は学校のなかで公的な機関として学童保育所がつくられていって、先にやってきた女性センターが、ある意味で危機にさらされていて、存続も含め、今後の新しい活動をつくっていく移行期としての課題があった。これは日本にも似たようなところがあるなと。日本の子どもたちの学童保育所の課題と重ねながら考えることができました。そういう意味では、新しい活動スタイルを、女性農業人センターが先鞭をつけた活動としてやってきた、という点での評価は高いのではないかと思って聞かせていただきました。

それから、クムルコ出版社・古本屋さんに行きました。環境問題・生態研究に関する特徴的な本がそろっている古本屋さん、それらの課題に出版社として活動しているということが分かりました。これの経緯、なぜそこに出版社や古本屋をやるようになったのか、ということがありますので、後でまとめていきたいと思っています。
それから、木工所「ガッコル協同組合」があったんですが――そこに置いてあるブランコもガッコルのブランドです――、新しくここ来て木工所を開いていくというプロセスがあります。そこでは協同組合方式で、先に来たプルム学校の専攻科の先生方を中心に出資金を出して協同組合をつくって、個人が赤字から黒字に、経営がうまく成り立つようにという木工所のつくり方をしてきた。そういうつくり方が、非常に興味のあるところでした。

それから、「ハヌル（空）共同体」という障害者の施設にうかがいました。ここでは、蜂蜜をつくるとか、畑をつくるとか、生協に勤めるとか、働きながら障害者がグループホームで生活している。そこでは、本当に障害者の人たちが健常者と同じような目線で生活できる。働くこともできる。そういうところをつくり上げていったんだなと、思っています。
それから、今日なんですが、退職者の人たちが高齢者のアパートを経営して、農業も一緒にやっているところに行きました。ここでは様々な課題が、お話のなかで見えてきていました。終の住処としてアパートに入居してきた人たちが、最期は病院で亡くなっていくといことがあって、本当に「我が家」であると決めてきた人たちが、そこから出て最期を迎えていかなければならない。そういうところでは、日本で言う介護保険が昨年からスタートしているということと重ねて、高齢者の課題が見えてきたと思います。
一方、教会が特別養護老人ホームを、9名という定員のものなんですが、新しくつくるということです。オープン式はやったんですが、実際にはこれからスタートするということです。

あらためて、この農村の女性たちを取り囲んでいるさまざまな福祉というものが、子どもの問題では非常に進んでいると思いながら、一方で、まだまだ高齢者対策というのが完全にスタートしきれていない。それは国との関係も確かにあるかと思いますが、高齢者問題というのを、もう少しこの先を見ていかなければならない。どんなふうに解決していけるのか、非常に興味のあるところでありました。
私が総体的に見て強く感じたことは、プルム学校の共同体そのものが、新しい事業を興そうとする人たちに対する設立時の援助の仕方が、非常におもしろいと思いました。それぞれが協同組合をやっていて、まったく個人でアパート経営をやったりだとか、経営そのものは違うんですが、そこに実際にプルム学校の共同体の人たちを含んで、どうこの人たちが自立していけるかということについて、単に傘下にしていくという方法ではなく、それぞれがそれぞれの運営の仕方で自立していくという、そういう方法を、大きく援助していると。そこが非常におもしろいし、興味のある援助の仕方が見えてきたと思います。

2つめは、やはり先ほど言いました高齢者問題が、これから女性問題とともに充実されていかなければならない課題があるということ。3つめは、先ほど洪先生がお話されていた生涯学習時代のなかにあって、古本屋や出版社があるわけですが、地域が求めていくような人たちの知恵・創造を支えていく図書館などが充実されていけば、すごく良いのではないかということを感じました。もしかしたら他にもあるかもしれませんが、今回見たところではそのようなことを感じました。以上です。
鈴木

河野さんは途中、行けなかったところがあるので、須賀さんに補足してもらいたいと思います。
須賀1:37:38
今日の午後は、お菓子のお米の加工センターと、もうひとつは――まだこれは始まっていないんですが――「ハンウルの村」という、だいたい20世帯くらいの人が住むという村を建設中で、そこに行ってきました。
加工工場の方では、プルム学校第2期生の方が農村で起業したいということで立ち上げたものです。プルムで教わった「農村は平民として働きなさい」ということを生かしてやっていきたいということと、新環境農法を生かした親環境農産物を適切な価格で買い取って、それを加工して地域の人たちに売っていきたいということで立ち上げました。一方で、その背景としまして、有機栽培をされている分、原価が高くて、実は消費者が買えなくて残ってしまっている、という課題があった。その残ってしまったものを利用して、加工をつくっていきたいと、イ・ファンチョン［？］さんという会長さんが立ち上げたものです。

もうひとつの方は――同じ方が関わっているんですけれども――、ここで農民運動をされていたジョン・ヒョンノン［？］さんという方が持っていた約3,000坪の土地を利用して、だいたい20世帯の人が住めるようなものをやりたいということではじまっています。この農民運動をやっていた方がドイツに行ったときに、仕事を引退した後に一人ひとりが別荘で暮らして孤立していくのではなくて、ドイツのようにまとまってやっていきたいと感じて、農林部で補助金をもらって、共同体をつくってやっているということです。家も、それぞれ木と土のみを使って環境にやさしい建物をつくっている、ということを言っていました。まだはじまってはいなくて、今月の15日からオープンなので、今後この地域にどんな意味を持っていくのか、ということを見ていきたいなと思っています。

全体の私の感想としましては、プルム学校を中心とした周りの市民活動の関係がとても気になっていたんですが、なぜ多様な人がいるのかとか、なぜ高齢者や障害者にやさしい地域づくりができているのかということは、もちろんクリスチャンということもあると思うんですが、それ以前に人が人を大切にするというところのつながりが、やっぱり1番大きいのかなと思いました。それから、地域で生産されたものが、地域のなかで消費されていく仕組みができている、というのがとても印象的でした。
《補足報告》

姉崎1:41:20
補足しておいた方が良いと思うので、1点だけ。

先ほどの「田園学校」というのをどう評価するか、ということに関わるんですけれど、小学校に行ったときも中学校に行ったときもおっしゃっていたことのひとつに「ジレンマ」ということがあります。プルム学校がめざしているような、片隅をささえる中堅の人たちをつくりだすという考え方、「共に生きる平民」という考え方に共感されている親の方々。もう一方で――どの国でもそうですが――、学歴を高めて、良い学校に行き、良い大学に行き、都市に出て行くという。その2つの間にやはりジレンマみたいなものがある。その間にどういうふうに応えていくのか。そこがやはり難しいところで、例えば小学校から洪東中学校に行くこと。ストレートに制度的に行けばある程度の人数が行くんですが、避ける親の人たちもいて、別の中学校に行ったりしている例もあったりする。ただ、田園学校というのは「生態」を重視したり――植物図鑑をつくるとか、いろんな体験学習をやるとか――、もう一方では（「田園学校」をとってきたということもありますが）、普通の学校ではできないようなさまざまなこと、英語だけでなく中国語をやったりという、非常に細かい教科もやっている。その限りでは、要するに帰農派［機能派？］の2割くらいの住民の方と、古くからいる住民の方の間に［ジレンマが？］ちょっとあるんですが、その両方ともが田園教育を支持しているということ。これをどういうふうに見ていくか、ということが補足です。
調査報告に対する洪淳明氏のコメント

洪1:43:45
皆さん、ありがとうございます。今までも地域を訪ねた方たちがあるけれども、結果がなかなか住民たちに届かないと。グチみたいなものを聞きました。皆さんの発表をメモしましたので、後でなにか集まりがあればそれを伝えますし、またまとめた報告があれば翻訳して地域の冊子に載せて、地域の皆さんに読ませますので、どうぞ良い面だけ見てくださらないで、批判などもどしどし話してくだされば、刺激にもなるし、新しい努力の目標にもなるんじゃないかと思います。
まとめて申しますと、学校の問題は、姉崎先生が鋭く見極めて、ほとんど私も同感です。私立の学校では、保育園とか専攻部は自由に。公立の学校では、学校の父母さんは、子どもさんができるかぎり、都会の立派な学校に送ろうと、学歴主義の考え方があるんです。

そしてもうひとつ、今度の国からの助成金ですが、私はちょっと危ないと思っているんです。表向きには地域と学校とがうまく動いているからお金をあげると言っていますけれども、さて、その助成金のなかには給料なども含まれている。給料が2年たってストップされたらどうなるか。また、公立の先生方が5年たったらまた移動しますね。そうしたら、一貫性を保つことができるかということがあります。そして、ちょっと不安な部分は、国が保守政権になれば、メディアとか教育を握ろうとするんです。その握ろうとする手段がお金です。お金によってなにかを踊らせる場合がありますので、それには注意して、専攻部とかではおいそれと乗らない方が良いんじゃないか。でも、信頼できるのは、中学校の校長先生は公募制によっていらっしゃった方ですし、中学校の先生方はほぼ全教組に加入している方ですので、国の政策には踊らない、そういう底力があります。国の政策には踊らないということ、［一方で］学校の父母さんたちには全人教育よりは試験勉強させるという要望がありますので、その間でどう先生方は教育をするか。それがたぶん公立の先生方の苦悩ではあると思いますが、できる限り地域で、例えば「郷土学習」というのがありますが、小学校・中学校の生徒さんたちに体験もさせる、田植えをするとか、田んぼの生き物を調査するとか、それによって世界の環境がどうなっているか、食べ物がどうなっているか、多国籍企業によって食料自給が脅かされている、そういうことを学ばせる。そういうプログラムを少しずつ充実する。そして、学校という大きい枠を全部変化することはできませんけれども、公立の先生方の協力を得て、だんだんとそれを公立の学校に浸透させる。そういうふうに、だんだんとカリキュラムを変化しながら、ゆくゆくは小学校も中学校も、地域の教育も自立する。地元の子どもさんたちが高等学校に全員入学する。それを理想としているんです。今は、新入生25名のなかで、地域の子どもさんは10名。それでも昔に比べれば大きな変化でありまして、昔は1人か2人しか来なかったんです。ですから、だんだん少しずつ、教育というのは長い目で見なければならないと思います。
そして、ESD教育には非常に関心を持っています。地域の学校だけでなくて、都会の普通学校でもESD教育を必ずしなければならないと。環境・食べ物の問題は誰1人とも逃れることができない、そういう基本的な問題ですので、それを外国の資料なども参考にしながら、この地域に合ったESDのプログラムをどう開発するか。そういう勉強会もこれから深く掘り下げなければならないと思っています。

そして、協同組合とともに作目会、そして社会的企業にも非常に関心を持っています。特に、高齢者とか女性の方たちのためには、社会的企業をいろいろ開発すべきだということを考えています。

合鴨農法に対しては、本来もっと本格的に工夫すべきなのに、今まで技術の面では非常に遅れていると。合鴨農法は全国にも広がって、亡くなった大統領の故郷でも合鴨を中心として有機農業に取り組んでおりますけれども、やはり技術の面で非常に足りない面がある。例えば、裏作にするとか、合鴨の品種を改良するとか。特に合鴨の加工・料理に取り組む。また、孵化場も南から持ってくるのではなく、この地域でも孵化場をつくろうという動きがありましたけれども、去年、鳥インフルエンザにやられて、国から止めて欲しいと勧告されました。今年、やっと復活しまして、来年はもっと増えますけれども、そんな悩みもあります。とにかく、合鴨農法というのはやはり有機農業の基本ですから、もっと研究すべき課題であると思います。農業研究所は人数が少ないですが頑張っており、皆さんが良く評価してくださいましたので必ず伝えます。彼らは非常に励まされると思います。

図書館のこともちょっと触れましたけれども、例えば女性センターには女性関係の保健・料理・育児、また専攻部には環境農業、そして小学校・中学校・高等学校の図書館の本をデータベースにして、どこでも借りることができる［ようにする］。そして組合をつくって、子どもさんたちに毎週何冊か貸して、また1週間たったら回収する。そういうことで、地域全体を学ぶ。そうして地域を再生するための助けになるような、そういう図書館のことを考えています。
結局、学校制度の中でなかなかできないことも、地域で動けば影響を受ける、こちらで動けばここで少し影響を受ける。そういう形で、これからもやろうと思っています。地域というのは、外から見ますとなにか動いているように見えますけれども、内から見れば、人間のことですから、いろんな「いきさつ」がありますのでなかなか実践できないこともあります。やはり目標を確かに掲げて、時間をかけて少しずつ動けば、そういうふうに流れるだろうと。とにかく地域がバラバラになってはならない。お互いに助けあう。そして有機農業をする。そういうことがあれば、少しずつそういうふうに流れるのではないかと思っています。

皆さん、悪い面をふせて、良い面だけ話したのではないかと思うのですが、お帰りになってからどうぞ悪い面も指摘してくだされば、それは本当に助けになります。ありがとうございました。
· ［ ］内は編者注。主に、当日配布された資料（講演の要旨）から口述では省略された部分を補足している。その他、文章を理解しやすくするために付した箇所もある。
� 鈴木敏正『新版　生涯学習の教育学』北樹出版、2004、21頁参照。


� 調査メンバー内で行ったミーティングでの報告のこと。
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